
一般研究集会 ( 課題番号 ：  30K-01   ) 

集会名：災害メモリアルアクションKOBE2019  

主催者名：人と防災未来センター，京都大学防災研究所 

研究代表者：河田 惠昭 

所属機関名：公益財団法人ひょうご震災記念21世紀研究機構 人と防災未来センター 

所内担当者名： 都市防災計画分野  教授  牧 紀男 

開催日：平成３１年１月12日 

開催場所：阪神・淡路大震災記念 人と防災未来センター 

参加者数：１５０名 (所外１４９名，所内 １名) 

・大学院生の参加状況： １名（修士  名，博士 １名）（内数）

・大学院生の参加形態 [  聴講  ] 

研究及び教育への波及効果について 

本研究集会に参加した阪神・淡路大震災を経験していない学生が，震災の教訓を教え伝える立場になるような人材育成

に貢献することや，地域や世代を広げた若手世代による防災活動により，震災の記憶継承と今後の防災・減災への貢献

が期待できる 

研究集会報告 

(1)目的 

阪神・淡路大震災を経験していない学生が，震災の追体験を行い，それを基盤とした様々な地域や世代へ広げていく防災

活動に関する事例報告と意見交換を行う．単年度の取り組みではなく，この先の10年を見据えた活動を行うことで，震災の

記憶継承と防災・減災への寄与を目的とする．また，様々な学生が集うことで，次なる防災・減災を担う若手世代のネット

ワークを構築することも狙いとする． 

(2)成果のまとめ 

「阪神・淡路大震災」を経験した世代が教訓と提言をまとめた「メモリアルコンファレンス・イン神戸（1996～2005 年実

施）」，その教訓を次世代に伝える「災害メモリアルKOBE（2006～2015年実施）」に続く発展的な取り組みとして位置づけら

れる．阪神・淡路大震災の風化が懸念される中，震災の教訓を教え伝える立場になるような人材育成に貢献することや，地

域や世代を広げた若手世代による防災活動により，震災の記憶継承と今後の防災・減災への貢献が期待できる． 

また，様々な学生が集うことで，次なる防災・減災を担う若手世代のネットワークを構築することができた． 

(3)プログラム 

10：00 開会・挨拶 

災害メモリアルアクションKOBE企画委員会委員長 

人と防災未来センター震災資料研究主幹・京都大学防災研究所教授 牧 紀男 

10：05 活動発表（各班15分） 

兵庫県立舞子高等学校，関西大学，兵庫県立大学＋神戸市立渚中学校，国立明石工業高等専門学校２チーム， 

神戸学院大学 

11：55 パネルディスカッション「今，私が伝えたい？？こと」 

防災は総合的で広い視野が求められる社会テーマである．そんな広く，大きなテーマに魅力を感じてアクションし
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ている学生たちの，防災を「伝えたい」，「活かしたい」の原動力や取り組みについて考えた． 

「新聞で伝える活動をするチーム」と「感震ブレーカー設置の活動をするチーム」に登場していただき，「コミュニ

ケーション」に焦点を当て，次の時代に「ＫＯＢＥのことば」が伝わる形を探った． 

       【コーディネーター】 

       関西大学 社会安全学部 准教授      奥村 与志弘 

       防災デザイン研究会 GK京都 デザイナー  卜部 兼愼 

【グラフィックファシリテーション】 

         ＴＡＧＡＹＡＳＵ             鈴木 さよ  

         国立明石工業高等専門学校 5年生         多田 裕亮   

【パネリスト】 

          神戸学院大学現代社会学部社会防災学科安富ゼミ  

          国立明石工業高等専門学校Ｄ－ＰＲＯ１３５°(明石高専防災団）地域連携チーム 

12：55 閉会・挨拶（講評） 

災害メモリアルアクションKOBE企画委員会顧問・人と防災未来センター長 河田 惠昭 

 

(4)研究成果の公表 

報告会で発表された内容等を報告書にまとめ，関係者に配付するとともに，人と防災未来センターホームページにも掲載． 
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